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2. 器械 1)記録計 :東亜電気裂,直流式 2chan-
nel用, ペン番｡2)nipple,milk:粉末ミルクを
平さじ10杯に対し微温汲200cでとかしたものを用い
た｡
NIPPLE
3)呼吸曲紋を併せて記録するために胸郭式呼吸曲紋用
T.ヲンスジューサーを用いた｡そして主として生体の
意識レベルをそれより推測し次の如く分類したo a)
regularsleep,b)irregularsleep, C)alert
inactive, d)alertactive,e)vocalization.
3. 生理的条件 (変数)feedingとfcedingの間隔を
変数とすることによって suckingの変動を見た｡この
間隔は,1時間,3時間,5時間,13時間半とし,各
feedingtimeにおける suckingは nutritiveと
nonnutritive(milkflowが0の時)の両方を観察
した｡
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